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本書は高血圧性脳症の病態生理に関する新知見を与えるばかりでなく， それら
の臨床的応用まで試みている点が特徴である。 著者は脳外科医であるが， 臨床面
への応用という点で脳外科領域のみならず， 内科・小児科領域の診療にかかわる
者にとっても有用な示唆を与えている。
さて，高血圧性脳症という用語は， その定義が明確であるとはいえず， かなり
幅広い意味をもって使われ，多くの批判がなされてきたが， 今日では， 以下のよ
うな意味で使用されている。すなわち， r急激な血圧上昇に伴い，一過性に脳症状
を呈し，降圧により脳症状の消失をみる」ものであって， 既往に高血圧症， 腎疾
患の有無は問わない。歴史的には腎不全の患者例がまず報告されたため， 腎疾患
に固執したこともあったが，現在では，原因の如何を問わず， r急激な血圧上昇」
がまず triggerとして重視されている。この「急激な血圧上昇」により，脳血管
箪縮が起き，虚血による浮腫が招来されると， Byromが主張し，この説が広く受
け入れられてきた。
本書では， 脳血管箪縮が脳浮腫を生じせしめる病態なのかという疑問から， 脳
血管を脳表において， 観察，記録しい， 脳浮腫のおこり方を光顕.電顕レベ/ルレで
討している。著者は，脳血管の摺縮ではなく， 逆に， 拡張が重要なのではないか
との仮説を立てた。それは， これまでの報告に対しての検討から生まれ， 本書に
おいて，見事に証明されているといえる。 Leitz社の 1ntra vi talmikroskopを用
いて撮影された鮮明な脳血管の変化は，十分な説得力をもって，著者のいう“va-
sodilatation'，がおきていることを示している。そして， この“vasodilatation'， 
がおきではじめて， “extravasation"がおき， この結果として脳浮腫が生ずる。
その上，更に，拡張した血管系に以前にも増した血流が流入し，“extravasation"
を促すという結果も得られている。 これらの結果は， これまでの我々の常識とし
て知られていた説と全く反対であり，確かに， 一時的にせよ混惑を生じさせるも
のであった。ところが，著者と同様の結果が， Glasgou groupにより示されてい
ることからも， 恐らくこの新しい説が今後の定説になるのではなかろうかと考え
られる。
以上の結果を踏まえて，著者は， 次のような提案をしている。 高血圧性脳症の
急性期には， 脳血管を拡張させる働きをもっ降圧剤の使用は， その病態から考え
て，控えるべきであり，同様にして， hyper capniaの状態も，脳血管の拡張をま
ねき，好ましくない。 また， 脳外科への応用として，術中・後の急激な血圧上昇
をうまく制御するための薬剤として，本邦でも試用されている sodiumnitropru-
ssideをあげ，この有用性を強調している。たしかに，我々の経験でも，望む程度
の降圧効果を正確に得られる薬剤は今までみられず， sodium nitroprussideは点
滴静注で用い， 強力な効果と短い作用時間を有する点で， 非常に使いやすく有望
であると考えられる。
高血圧性脳症の歴史において， epock makingな内容をもっ本書は，小冊子な
がら，十分な説得力をもっており，一読に値すると思われる。(檎山幸孝)
(千葉医学 56，134，1980) 
